
 

 

駐日インド大使の知事表敬について 

 

１ 訪 問 者  

在日インド大使館 シビ・ジョージ 大使 

【随行者】 

在大阪・神戸インド総領事館 チャンドル・アッパル 総領事 

他２名 
                

２ 対 応 者 

知事 

 

３ 日  時 

令和６年９月 26 日（木）14：30～14：50 

 

４ 場  所 

北館２階第一応接室 

 

５ 表敬目的 

来広挨拶 

 

６ 使用言語 

英語 

資 料 提 供 
令和６年９月 24 日 
課名 国際課 
担当 大小田（おおこだ） 
電話 082-513-2361 



シビ・ジョージ駐日インド大使 

（H.E. Mr. Sibi George, Ambassador of India to Japan) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

シビ・ジョージ大使は、駐日インド大使及びマーシャル諸島共和国の大使を兼務し

ています。これまでスイス、ヴァチカン、リヒテンシュタイン公国、クウェートに

てインド大使を務めました。 

 

1993年に外務省入省後、在カイロ（エジプト）インド大使館で政治担当書記官、

その後在ドーハ（カタール）インド大使館で領事、コミュニティ、情報、メディア

担当一等書記官として勤務しました。その後在イスラマバード（パキスタン）イン

ド大使館にて政治担当公使、在ワシントン DC（アメリカ合衆国）インド大使館に

て商業担当公使を務めました。また、在テヘラン（イラン）インド大使館、在リャ
ド（サウジアラビア）大使館にて首席公使を務めました。 

 

ニューデリーの外務省本省では東アジア部に勤務、アジア・アフリカ・フォーラ

ム・サミットの調整官を務めた後、総務部長、資産福祉管理部長を務めました。

2014年には外務省より S.K.シン優秀外交官賞を受賞しました。 

 

ジョージ大使は南インドのケララ州コッタヤム地区パラ村のポディマッタム（キリ

スト教的価値観を受け継ぐカトリック教徒)の家系出身です。大学(学士号取得）、

大学院（修士号取得）でともに最優秀学生賞を受賞し卒業後、カイロのアメリカン

大学にてアラビア語等を学びました。ムスーリーの Lal Bahadur Shashtri National 

Academy of Administration (LBSMAA）、ニューデリーの Sushma Swaraj Institute 

of Foreign Service (SSIFS)、アーメダバードの Indian Institute of Management 

(IIM)、ベンガルールの Indian Institute of Management、ニューデリーの Indian 

Institute of Foreign Trade (IIFT）、ハイデラバードの Indian School of Business 

(ISB)でも研修を受けています。 

 

家族は、アーティストであるジョイス・ジョン・ポンプーレトゥ夫人（Mrs. Joice 

John Pompoorethu)、娘２人（エルヒタ・タンプラン Ms. Elhita Thampuranとアイ

リヤ・タンプラン Ms.Ayuilya Thampuran）、息子 1人（ジェフ・ヴァカン・タン

プラン Mr. Jeff Vakhan Thampuran)です。大使はアラビア語、マラヤーラム語、ヒ

ンディー語、タミル語が堪能です。 

 

＊＊＊＊ 



チャンドル・アッパル 総領事 

(Mr. Chandru Appar, Consul General of India, Osaka-Kobe) 
 

 
 
 

チャンドル・アッパル氏は 2024 年 8 月 13 日、大阪・神戸駐在インド総領事に

就任しました。同氏は 2009 年からインド外務省に勤務し、外務省中央ヨーロッ

パ課でキャリアをスタートしました。 

 

彼の最初の海外任務はスリランカのコロンボ（2011 年 9 月～2016 年 10 月）で、

そこで彼はシンハラ語を学び、戦争の影響を受けたタミル人コミュニティのた

めの5万戸の住宅建設を含む重要な開発協力プロジェクトを主導しました。2016

年 11 月から 2019 年 11 月まで、チャンドルはシドニーで商務代表を務め、イン

ドとオーストラリアの貿易関係を強化しました。 

 

2019 年 11 月から 2020 年 8 月まで、彼はインド洋地域局の副長官を務め、COVID-

19 パンデミック中のインドの外交活動に貢献し、人道支援を調整しました。ま

た、デジタル外交担当副長官も短期間務めました。2021 年 2 月から 2024 年 6 月

まで、チャンドルは外務・国会問題担当国務大臣である V・ムラリダラン氏の事

務所の局長を務め、いくつかの国際訪問を調整しました。 

 

チャンドルは、大学助成委員会およびインド農業研究評議会からジュニア研究

フェローシップを取得しています。チャンドルは、1982 年 7 月 30 日に生ま

れ、タミル ナードゥ州ヴィッループラム県ラダプラム出身です。チャンドルは

教育者のアランクリタと結婚しており、2 人の間には息子が 1 人います。 


